
第
二
節

大
学
規
則
の
制
定
と
ゲ
ー
ル
ツ

　
医
学
校
の
整
備
を
整
え
る
べ
く
、
長
与
専
斎
は
日
夜
奔
走
し
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
協
力
、
援
助
し
た
の
は
判
事
井
上
聞

多
で
あ
る
。
陰
に
陽
に
こ
の
人
が
長
崎
医
学
校
の
教
育
改
革
の
大

事
業
に
参
劃
し
て
い
た
こ
と
は
後
年
、
長
与
専
斎
の
衛
生
行
政
に

対
す
る
改
革
を
完
成
さ
せ
る
契
機
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ま

だ
充
分
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
教
育
行
政
の
面
に
お
け
る
専
斎
の

確
固
た
る
態
度
は
誠
に
讃
仰
さ
れ
る
べ
ぎ
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
さ
て
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
年
）
二
月
、
井
上
聞
多
は
ゲ
ー
ル

ツ
招
聰
の
件
を
外
国
官
判
事
に
宛
て
て
報
告
し
た
。
　
（
「
明
治
二
己

巳
年
一
月
、
外
国
官
軍
務
官
往
翰
、
外
務
局
（
課
）
」
）

　
　
此
節
於
当
府
医
学
校
舎
密
理
学
等
為
伝
習
和
蘭
教
師
一
人
相
雇
度
存

　
　
候
間
御
聞
済
相
成
候
様
御
取
計
之
程
所
希
候
此
段
御
頼
迄
申
進
候

　
　
以
上

　
　
　
二
　
月
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
崎
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
　
　
　
事

　
　
　
　
外
　
国
　
官

　
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
ょ
る
機
構
改
革

　
　
　
　
　
判
　
事
　
御
中

　
前
年
来
の
計
画
は
愈
々
実
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
明
治
二
年
二
月
二
十
三
日
（
陽
暦
三
月
五
目
）
、
東
京
府
判
事
は

長
崎
府
判
事
宛
て
に
「
当
府
医
学
所
御
雇
英
医
此
程
よ
り
講
義
相

始
候
処
見
微
鏡
無
之
候
て
ハ
説
得
方
差
支
二
相
成
候
処
其
御
府
養

生
所
二
は
ニ
タ
通
リ
有
之
候
趣
二
付
可
相
成
者
一
通
リ
宛
御
廻
被

下
候
様
致
度
　
尤
代
料
之
儀
は
御
申
越
之
上
差
進
候
様
可
致
此
段

及
御
掛
合
候
也
」
と
い
う
書
簡
を
発
し
た
。
英
医
と
い
う
の
は
、

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
争
以
来
、
勤
務
し
て
い
た
ウ
ィ
リ
ス
で
あ
る
。

こ
の
書
簡
に
よ
り
長
崎
か
ら
東
京
へ
顕
微
鏡
が
送
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
東
京
府
医
学
所
は
ま
だ
充
分
な
整
備
を
得
て
い
な
か

っ
た
も
の
で
、
前
年
六
月
二
十
六
日
（
一
八
六
八
年
八
月
十
四
日
）
、

医
学
所
が
鎮
将
府
の
管
轄
と
な
っ
て
以
来
、
器
具
類
の
整
備
も
長

崎
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
東
京
府
医
学

所
に
は
長
崎
の
養
生
所
・
精
得
館
以
来
の
卒
業
者
が
多
く
参
画
し

’
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第
二
節
　
大
学
規
則
の
制
定
と
ゲ
ー
ル
ツ

て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
長
崎
府
医
学
校
は
幕
府
が
金
銭
を
吝

ま
ず
整
備
し
た
西
洋
医
学
教
育
の
殿
堂
で
も
あ
っ
た
の
で
、
教
授

用
器
具
類
に
事
欠
か
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
二
月
八
日
（
一
八
六
九
年
三
月
二
十
日
）
、
高
令
者
に
関
す
る
廻

状
が
医
学
校
よ
り
外
国
管
事
役
所
へ
廻
送
さ
れ
た
。

　
　
　
二
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
一
　
百
歳
八
拾
八
歳
七
拾
歳
以
上
之
者
局
中
有
無
至
急
御
取
調
之
趣
御

　
　
　
用
所
孟
之
廻
状
医
学
校
汐
酉
中
刻
継
来
候
二
付
局
中
廻
し
差
出
置

　
　
　
廻
状
ハ
此
方
留
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
略
）

　
　
（
「
己
巳
正
月
、
明
治
二
年
、
外
務
課
、
日
記
、
外
国
管
事
御
役
所
」
）

　
二
月
十
一
日
（
三
月
二
十
三
日
）
、
沢
宣
嘉
の
後
任
、
伊
達
中
納

言
宗
城
が
着
任
し
た
。

　
二
月
に
入
り
、
東
京
府
医
学
所
は
大
病
院
を
合
併
し
、
医
学
校

兼
病
院
と
改
称
し
た
。
明
治
政
府
は
五
ヶ
条
の
御
誓
文
の
趣
旨
に

基
き
、
広
く
知
識
を
海
外
に
求
め
る
べ
く
、
そ
こ
に
傭
う
べ
き
新

し
い
教
授
を
長
崎
に
求
め
て
い
た
が
、
三
月
五
日
（
陽
暦
四
月
十

六
目
）
、
長
崎
府
は
外
国
官
に
宛
て
、
そ
の
返
答
を
な
し
た
。

　
当
港
滞
在
各
国
人
之
内
医
科
工
科
井
書
生
教
授
之
者
有
之
候
ハ
・
報
知

　
可
致
旨
承
知
ゐ
た
し
候
右
相
糺
候
処
当
時
は
指
た
る
人
物
も
無
之
候
間

　
此
段
渡
来
之
節
は
速
二
為
御
知
可
申
進
候
也

　
　
　
三
月
五
日
　
　
　
　
長
崎
府

　
　
　
　
外
　
国
　
官

　
　
　
　
　
　
　
御
中
（
「
明
治
二
巳
巳
年
一
月
、
外
国
官
軍
務
官
牲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翰
、
外
務
局
（
課
）
」
）

　
同
月
二
十
四
日
（
陽
暦
五
月
五
目
）
、
マ
ン
ス
フ
ニ
ル
ト
は
居
住

地
所
の
証
書
手
数
料
を
外
務
課
に
納
め
た
が
、
二
十
六
日
（
陽
暦

五
月
七
日
）
に
は
外
務
課
は
そ
れ
に
関
し
、
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
ボ

ー
ド
ウ
ィ
ン
と
交
渉
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
　
（
「
明
治
二
年
、
外

務
課
事
務
簿
、
日
記
」
）

　
　
　
三
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
一
　
洋
銀

　
　
　
右
者
出
島
十
一
番
イ
地
所
証
書
手
数
料
蘭
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
み
受

　
　
　
取
候
事

　
　
　
巳

　
　
　
三
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
国
管
事
務
所

　
　
　
．
三
月
廿
六
日
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）
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一
　
出
島
十
一
番
之
内
此
節
引
分
ゲ
新
地
割
イ
十
一
番
蘭
マ
ソ
ス
フ
ェ

　
　
　
ル
ト
江
質
渡
証
書
同
国
岡
士
へ
渡
ス

　
さ
て
、
四
月
八
日
（
陽
暦
五
月
十
九
目
）
、
政
府
は
民
部
省
を
設

置
し
、
府
県
事
務
を
行
わ
し
め
た
が
、
こ
の
頃
よ
り
長
崎
府
も
漸

く
整
備
さ
れ
、
安
定
し
た
政
治
状
態
を
取
戻
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
明
治
二
年
、
外
務
課
事
務
簿
、
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ

う
に
四
月
二
十
日
（
陽
暦
五
月
三
十
一
日
）
に
春
の
会
が
あ
っ
た
。

　
　
　
四
月
昔
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ

　
一
　
今
五
字
時
於
福
済
寺
春
会
開
宴
碇
泊
之
米
艦
水
師
復
軍
提
督
七
艦

　
　
　
将
九
岡
士
及
び
教
師
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
、
ス
ト
ウ
ト
両
人
招
待
相

　
　
　
成
候
事
但
四
艦
将
英
葡
学
丁
兼
而
四
岡
士
不
参

　
一
　
右
二
付
野
村
楠
本
両
判
御
用
懸
坂
田
諸
造
同
助
勤
岡
田
吉
太
夫
両

　
　
　
司
長
致
出
席
候
事

　
「
明
治
二
年
蛸
証
朋
文
書
科
事
務
簿
、
諸
藩
届
井
伺
達
、
全
」

に
よ
れ
ば
、
五
月
二
日
（
陽
暦
六
月
一
日
）
付
で
、
諸
藩
よ
り
提

出
せ
し
め
た
伝
習
生
が
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
前
福
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
脇
　
玄
　
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
有
　
斎

　
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革

右
者
医
学
校
相
詰
罷
在
候

〆三岩

　崎佐

越
前
丸
岡

　
　
　
　
青

　
　
　
　
〆

巽巌

木
　
俊
　
節

右
者
医
学
校
江
相
詰
罷
在
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
州
徳
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
辺
　
泰
　
蔵

右
者
医
学
校
江
入
門
私
方
江
止
宿
仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肥
前
小
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
　
良
　
柳
　
逸

右
者
医
学
校
江
相
詰
罷
在
候

五
月
七
日
（
陽
暦
六
月
十
六
目
）
、
提
出
の
分
を
抄
録
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
月
長
門
守
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
田
　
順
　
節

右
者
医
学
修
行
と
し
て
着
崎
仕
居
申
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
高
鍋
用
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圓
屋
亥
吉
郎
（
印
）

同
じ
五
月
七
目
、
長
崎
府
で
は
医
学
校
の
職
員
任
命
に
関
す
る

一183一



　
　
　
　
第
二
節
　
大
学
規
則
の
制
定
と
ゲ
ー
ル
ツ

丈
書
を
各
藩
に
通
達
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
各
藩
中
、

藩
士
詰
合
の
向
は
藩
士
に
、
藩
士
詰
合
の
な
い
向
に
は
用
達
に
、

そ
れ
ぞ
れ
達
せ
ら
れ
た
。

医
学
校
学
頭

助
教
右
同
断
　
小
学
校
掛

同
　
　
当
直

同
　
　
薬
局

佐
賀
藩

同同同

深西大吉

町　石武

春春良桂

栄濤乙仙

右
者
当
地
入
塾
修
行
中
書
面
之
通
相
雇
候
間
此
段
相
達
候
尤
太
政
官
江

者
当
府
汐
及
御
届
候
筈
候
事

　
　
五
　
月

医
学
校
薬
局

監
察
同
　
　
薬
局

同
　
　
機
械
書
籍
掛

同
　
　
副
直

右
同
文
言

医
学
校
学
頭

助
教
同
　
　
監
察

右
同
文
言

加
賀
藩

同同同

向藻三松

川寄宅田

元仲惟泰
良蔵中輔

越
前
藩
　
　
山
　
脇
　
玄

同
　
　
　
　
吉
　
田
　
有

斎寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
門
藩
　
　
松
　
岡
　
勇
　
記

右
者
当
地
入
塾
修
行
中
医
学
校
当
直
二
相
雇
候
間
此
段
相
達
候
尤
太
政

官
江
者
当
府
汐
及
御
届
候
筈
事

　
　
五
　
月

右
同
文
言
　
副
直

右
同
文
言
　
薬
局

右
同
文
言
　
当
直

安
芸
藩
　
清
水
令
修

備
前
藩
　
　
吉
　
本
　
純
　
蔵

越
前
鯖
江
藩

　
　
　
　
　
土

長
門
府
中
藩

屋

裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
井
　
省
　
吾

　
右
同
文
言
　
監
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
前
丸
岡
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
　
木
　
俊
　
節

　
右
同
文
言
　
副
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
肥
藩
　
　
壱
　
岐
　
宗
　
淳

　
右
同
文
言
　
副
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
城
藩
　
　
相
　
良
　
柳
　
逸

　
右
同
文
言
　
当
直

　
五
月
二
十
五
日
（
陽
暦
七
月
四
日
）
、
深
町
春
栄
は
薬
局
勤
務
か

ら
医
学
校
監
察
に
転
勤
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
嘉
　
　
深
　
町
　
春
　
栄
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右
者
先
達
而
医
学
校
薬
局
二
相
雇
候
処
今
般
同
所
監
察
二
雇
替
候
旨
申

　
渡
候
間
此
段
相
達
候
事

　
　
　
五
　
月

　
同
日
は
こ
の
他
に
も
数
人
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
医
学
校
薬
局
　
　
　
　
　
　
　
加
　
賀
　
　
三
　
宅
　
惟
　
仲

　
監
察

　
同
　
　
薬
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
　
川
　
元
　
良

　
右
者
先
達
而
薬
局
叉
者
副
直
に
相
雇
候
処
今
般
書
面
之
通
雇
替
候
旨
申

　
渡
候
間
此
段
相
達
候
事

　
　
　
五
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筑
前
藩
　
　
守
　
屋
　
善
蔵

　
右
者
当
地
入
塾
修
行
中
医
学
校
副
直
二
相
雇
候
間
此
段
相
達
候
尤
太
政

　
官
江
者
当
府
汐
及
御
届
候
筈
事

　
　
　
五
　
月

　
こ
れ
よ
り
先
、
陽
暦
二
月
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
軍
医
学

校
理
化
学
教
官
ゲ
ー
ル
ツ
（
オ
ラ
ン
ダ
人
は
ヘ
ー
ル
ツ
と
呼
ん
だ
）

＞
旨
自
冒
壁
暮
8
0
。
還
＆
信
ω
0
8
二
ω
（
一
八
四
三
－
一
八

八
三
年
）
は
長
崎
よ
り
の
招
請
に
基
く
軍
医
勤
務
監
督
フ
ァ
ン
．

ハ
セ
ル
ト
く
彗
＝
霧
器
＃
の
勧
告
に
よ
り
、
長
崎
府
医
学
校
の

小
学
科
教
師
と
し
て
赴
く
こ
と
に
な
り
、
陽
暦
七
月
上
旬
（
陰
暦

五
月
）
来
朝
し
、
幾
何
学
・
物
理
学
・
化
学
等
の
基
礎
科
学
を
担

　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革

当
教
授
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
次
に
ゲ
ー
ル
ツ
の
略
歴
を
示
そ
う
。

　
ゲ
ー
ル
ツ
》
旨
o
b
匂
o
げ
曽
ロ
ロ
O
ω
O
o
『
b
巴
冒
ω
O
o
o
二
ω
は
一

八
四
三
年
三
月
二
十
目
、
オ
ラ
ン
ダ
の
オ
ウ
デ
ン
ダ
イ
ク
O
早

留
且
一
狩
の
薬
業
家
の
子
と
し
て
生
れ
、
陸
軍
薬
剤
官
に
任
ぜ
ら

れ
、
一
八
六
八
年
に
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
軍
医
学
校
理
化
教
師
で
あ
っ

た
。
当
時
、
定
性
定
量
分
析
書
を
著
わ
し
て
い
た
が
、
明
治
二
年

二
月
（
一
八
六
九
年
）
、
前
記
の
よ
う
に
、
軍
医
勤
務
監
督
フ
ァ
ン

・
ハ
セ
ル
ト
の
勧
め
に
従
っ
て
長
崎
府
医
学
校
予
科
の
物
理
化
学

教
師
と
し
て
陽
暦
七
月
上
旬
に
着
任
し
た
。

　
明
治
六
年
一
月
某
日
（
一
八
七
三
年
）
、
日
本
政
府
御
雇
究
理
及

分
析
学
教
師
ド
ク
ト
ル
・
ア
・
イ
・
セ
・
ゲ
ー
ル
ツ
は
市
場
に
販
売
す

る
粗
悪
又
は
贋
薬
取
締
の
た
め
、
そ
の
販
売
者
を
厳
罰
に
処
し
、

市
場
の
薬
品
を
検
査
し
、
薬
品
巡
視
、
薬
品
試
験
所
設
立
の
必
要

を
長
崎
県
当
局
に
要
望
し
、
日
本
国
民
の
健
康
を
保
護
す
る
た
め
、

当
局
が
そ
の
建
議
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、
長
崎
叉
は
そ
の
他
の
地

に
お
い
て
用
い
る
薬
品
検
査
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
し
た
。
こ
れ

に
端
を
発
し
て
、
税
関
方
面
も
輸
入
薬
品
試
験
の
必
要
を
認
め
、
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第
二
節
　
大
学
規
則
の
制
定
と
ゲ
ー
ル
ツ

同
年
二
月
二
十
七
日
に
は
、
大
蔵
大
輔
井
上
薫
が
、
又
、
三
月
二

十
五
日
に
は
外
務
少
輔
上
野
景
範
が
そ
れ
ぞ
れ
上
申
書
を
政
府
に

提
出
し
た
の
で
、
翌
七
年
（
一
八
七
四
年
）
三
月
二
十
七
日
、
東
京

司
薬
場
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
設
立
に
際
し
て
ゲ
ー
ル
ッ
は
東
上

し
、
十
月
以
後
五
ヶ
月
間
東
京
に
滞
在
し
た
が
、
明
治
八
年
（
一

八
七
五
年
）
二
月
十
五
日
、
京
都
司
薬
場
開
設
と
共
に
そ
の
司
薬

場
試
験
監
督
と
な
り
、
翌
九
年
（
一
八
七
六
年
）
八
月
十
二
目
、
京

都
司
薬
場
廃
止
と
共
に
再
び
東
上
し
た
。
又
、
明
治
十
年
（
一
八

七
七
年
）
一
月
、
横
浜
司
薬
場
監
督
と
な
っ
た
が
、
そ
の
間
、
明

治
八
年
に
日
本
薬
局
方
の
起
草
を
依
嘱
さ
れ
て
い
た
の
で
、
同
十

年
十
二
月
に
は
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
文
草
案
四
冊
を
脱
稿
し
た
。
こ
の

草
案
は
全
部
ペ
ン
書
き
で
、
緒
言
、
苦
支
に
姶
ま
り
、
生
藍
に
終

る
も
の
で
、
多
数
の
附
表
が
添
え
て
あ
る
。

　
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
年
）
十
一
月
五
目
、
内
務
省
に
日
本
薬

局
方
編
纂
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
永
松
東
海
、
高
木
兼
寛
、
柴
田

承
桂
、
ラ
ン
ガ
ル
ト
、
エ
イ
キ
マ
ン
等
と
共
に
そ
の
調
査
委
員
に

挙
げ
ら
れ
、
薬
局
方
の
ド
イ
ツ
語
草
案
を
作
成
し
て
い
た
が
、
そ

の
公
布
さ
れ
る
三
年
前
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
年
）
八
月
三
十

日
、
横
浜
に
お
い
て
没
し
た
。
妻
は
長
崎
の
山
口
き
わ
で
あ
っ
た
。

　
著
述
は
甚
だ
多
く
、
医
学
・
薬
学
・
化
学
・
薬
局
方
．
温
泉
．

食
用
植
物
・
樹
木
・
山
椒
魚
・
鉱
物
・
採
鉱
業
・
気
候
等
多
方
面

で
あ
る
。
O
げ
9
9
①
1
げ
畦
目
霧
8
8
冒
℃
四
霧
（
U
Φ
葺
ω
9
①

（
甲
Φ
ω
①
一
ω
O
『
餌
団
叶
　
噛
ウ
目
　
Z
四
一
仁
『
　
仁
b
α
　
＜
O
一
犀
O
H
犀
⊆
口
α
Φ
　
O
ω
一
－
＞
ω
一
1

①
β
同
」
o。
鳶
y
》
σ
。
三
。
b
四
ヨ
。
お
9
Φ
冨
冨
器
ω
9
（
U
●

O
o
ω
●
い
Z
o
ヨ
H
仁
■
＜
α
ω
犀
霞
犀
●
○
ω
“
》
ω
…
O
ロ
ω
■
一
〇〇
『
腿
y
　
N
仁
叫

ざ
・
毘
一
畠
g
国
畦
詔
琶
σ
q
α
R
》
9
二
房
言
宣
冨
b
・

（
ζ
葺
プ
U
．
O
。
ω
」
二
Z
四
霊
①
曜
F
く
9
ざ
詩
・
○
ω
“
＞
ω
一
Φ
b
ω
、

」
o
。
§
y
ピ
。
宣
℃
。
員
冨
ω
即
。
ゆ
審
の
α
①
冨
ω
9
窪
。
p

（
》
琶
巴
ω
α
。
H
、
穿
ヰ
ゆ
目
①
○
ユ
①
三
↓
。
目
。
一
」
o。
胡
1
、
お
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

い
①
。
。
即
。
身
一
房
α
。
す
乞
讐
自
。
匂
曽
℃
。
b
巴
ω
。
①
叶
9
ぎ
。
一
ω
ρ

一
〇〇
『
oo
I
一
〇〇
〇
〇
ω
悔
く
卸
8
冒
餌
江
g
言
冒
℃
曽
b
．
（
一
四
℃
●
ミ
8
冠
気

ζ
巴
ど
冒
b
①
一
〇
〇
お
●
y
O
b
ω
鋤
三
蜜
蔓
国
9
0
H
目
・
H
o
o
o
o
ρ
》

》
b
巴
鴇
①
ω
。
コ
①
p
宣
冨
b
。
ω
。
墨
b
震
巴
ω
冥
一
お
≦
讐
霞
ω
・

（
↓
轟
β
ω
●
o
噛
甚
o
》
ω
冨
け
ω
o
O
o
晒
冒
℃
四
ロ
｝
＜
〇
一
●
冒
因
9

犀
o
げ
国
目
四
｝
o
o
o
o
一
y
ζ
o
＆
息
8
一
旨
冒
℃
四
b
●
（
↓
冨
一
餌
口
8
“

＜
O
一
・
肝
H
o
o
oo
⑳
y
の
他
、
　
宣
℃
四
づ
≦
8
包
望
ζ
巴
一
そ
の
他
に
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も
論
文
が
あ
る
、
中
で
も
冒
①
ω
汐
o
e
三
房
岳
寅
Z
四
ε
お

冒
℃
言
巴
器
9
0
ゴ
8
冨
ρ
一
〇〇
お
I
H
o
o
oo
Go■
（
明
治
十
一
i
十
六

年
）
は
『
新
撰
本
草
綱
目
』
と
し
て
知
ら
れ
、
鉱
物
の
部
二
巻
だ

け
出
版
さ
れ
た
が
、
全
部
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
鉱
物
の
部
第
三
巻
は

遂
に
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
『
明
治
文
化
発
祥
記
念
誌
』
に
ゲ
ー
ル
ツ
と
ヒ
ャ
ツ
を
別
人
と

し
て
記
載
し
て
あ
る
が
、
ヒ
ヤ
ツ
は
へ
ー
ル
ツ
の
誤
託
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
同
書
に
よ
れ
ば
「
明
治
初
年
当
時
は
勿
論
医
学
は
幼
稚
な

も
の
で
あ
っ
た
が
、
追
々
に
発
達
し
明
治
八
年
に
は
京
都
に
官
立

司
薬
場
が
設
立
さ
る
る
に
至
っ
た
。
時
に
政
府
が
医
学
の
検
査
鑑

識
を
な
さ
し
め
ん
が
為
に
特
派
し
た
の
は
前
に
長
崎
精
得
館
の
予

科
教
師
た
り
し
こ
と
の
あ
る
理
化
学
博
士
ゲ
ー
ル
ツ
そ
の
人
で
あ

っ
た
。
氏
は
模
範
薬
局
を
新
設
し
ア
ポ
テ
ー
キ
と
名
附
け
器
械
薬

品
を
一
切
和
蘭
よ
り
購
入
し
所
謂
薬
学
分
業
の
理
想
が
実
現
さ
れ

た
訳
で
あ
る
。
又
同
十
一
年
に
は
博
士
及
明
石
博
高
氏
等
は
気
象

観
測
の
要
を
当
局
に
建
言
し
同
十
三
年
御
苑
内
に
日
本
最
初
の
観

測
所
が
設
置
さ
れ
諸
器
械
を
欧
洲
よ
り
購
入
し
そ
の
名
を
観
象
台

と
称
し
た
。
」
又
、
「
ヒ
ヤ
ツ
氏
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
陸
軍
化
学
学
校

　
　
　
第
三
章
　
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革

の
教
授
に
し
て
明
治
元
年
長
崎
医
学
校
の
化
学
及
物
理
学
教
師
と

な
っ
た
。
居
る
こ
と
五
年
に
し
て
内
務
省
衛
生
局
顧
問
を
命
ぜ
ら

れ
東
京
に
衛
生
化
学
試
験
所
を
設
立
し
、
亜
い
で
京
都
及
び
横
浜

に
同
試
験
所
を
設
置
す
る
に
功
極
め
て
著
し
か
っ
た
。
氏
は
其
後

横
浜
衛
生
試
験
所
長
と
し
て
殊
に
輸
入
薬
品
の
試
験
を
担
任
し
終

生
そ
の
職
に
在
っ
た
。
其
著
甲
o
色
三
房
号
蚕
2
四
盲
お
冒
－

℃
9
巴
器
9
0
圧
8
一
器
に
於
て
目
本
を
外
国
に
紹
介
し
た
。

同
著
は
数
巻
に
及
ぶ
筈
な
り
し
も
僅
に
二
巻
の
完
結
を
見
し
の
み

で
氏
の
死
を
見
し
は
遺
憾
で
あ
っ
た
。
加
之
氏
が
日
・
蘭
・
英
・

独
各
国
語
を
以
て
日
本
に
関
す
る
記
事
を
公
に
せ
る
も
の
は
　
く

な
か
っ
た
。
目
本
製
薬
法
に
関
す
る
梗
概
及
入
浴
心
得
を
も
目
本

語
を
以
て
出
版
し
て
い
る
。
氏
は
稀
に
見
る
日
本
愛
好
者
で
死
後

遺
稿
中
に
日
蘭
親
交
に
関
す
る
も
の
も
種
々
発
見
さ
れ
て
い
る
。
」

と
云
っ
て
あ
る
ヒ
ヤ
ツ
は
ゲ
ー
ル
ツ
に
外
な
ら
な
い
。

　
ゲ
ー
ル
ッ
を
迎
え
た
医
学
校
の
改
革
状
態
に
つ
い
て
、
専
斎
は

『
松
香
私
志
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
其
後
予
科
教
師
「
ゲ
ー
ル
ッ
」
氏
来
着
し
て
予
科
の
教
場
を
開
き
、
近

　
国
の
年
少
生
徒
に
て
入
学
の
募
に
応
ず
る
者
多
く
、
殊
に
井
上
伯
の
周
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第
二
節
　
　
大
学
規
則
の
制
定
と
ゲ
ー
ル
ツ

　
旋
に
依
り
て
長
州
よ
り
数
名
の
青
年
も
来
り
、
本
科
生
の
内
に
も
理
化

　
数
学
に
志
あ
る
も
の
あ
り
て
、
斑
白
の
老
書
生
乳
臭
の
児
童
に
打
交
は

　
り
石
版
を
控
へ
加
減
乗
除
を
習
ふ
有
様
な
ど
奇
特
に
も
亦
お
か
し
か
り

　
き
。
斯
く
本
科
予
科
の
課
程
も
備
は
り
て
略
々
学
校
の
体
裁
を
な
し
蒐

　
に
改
革
の
一
段
落
を
告
げ
㌧
れ
ば
、
精
得
館
の
名
称
は
長
崎
医
学
校
と

　
改
ま
り
ぬ
。
こ
れ
明
治
元
年
中
の
事
に
し
て
、
本
邦
の
医
学
教
育
に
於

　
て
予
備
学
の
課
程
を
設
け
学
生
の
資
格
を
正
し
学
科
の
順
序
を
定
め
た

　
る
は
、
実
に
此
長
崎
医
学
校
を
以
て
噛
矢
と
す
。
初
め
余
が
適
塾
に
在

　
り
て
蘭
学
を
修
め
た
る
頃
は
牲
昔
蘭
書
解
読
の
軌
轍
を
賜
襲
し
摘
句
尋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ

　
章
の
学
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
、
後
長
崎
に
来
り
て
「
ボ
ソ
ペ
」
「
ボ
ー
ド

　
井
ン
」
の
伝
習
に
従
ひ
稻
々
省
悟
す
る
所
な
き
に
非
ざ
り
け
れ
ど
も
中

　
途
の
飛
入
に
て
講
習
に
順
序
を
逐
ふ
こ
と
能
は
ず
、
恰
も
錦
繍
の
断
片

　
を
賞
づ
る
が
如
く
全
幅
の
成
章
を
見
る
に
由
な
か
り
し
に
、
今
此
の
改

　
革
に
際
し
講
義
に
診
察
に
始
終
教
師
に
随
伴
し
て
其
通
辮
を
つ
と
め
片

　
時
も
訣
き
難
き
職
務
に
て
三
年
計
り
が
程
は
、
日
も
其
側
を
離
る
＼
こ

　
と
な
か
り
け
れ
ば
、
一
通
り
医
学
の
全
科
を
も
窺
ひ
叉
医
学
教
育
の
要

　
領
を
も
会
得
す
る
こ
と
を
得
た
り
、
是
れ
ひ
と
へ
に
満
氏
の
賜
も
の
に

　
し
て
其
の
恩
恵
は
永
く
肝
に
銘
じ
て
忘
れ
能
は
ざ
る
所
な
り
。

　
叉
、
ゲ
ー
ル
ツ
に
つ
い
て
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
こ
と
を
述
べ

た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
あ
る
。

　
「
ゲ
ー
ル
ッ
」
氏
も
亦
勤
勉
の
士
に
し
て
、
本
邦
に
於
け
る
理
化
学
最

　
初
の
教
授
に
任
し
能
く
困
難
の
職
責
を
尽
し
＼
が
、
後
に
司
薬
場
の
教

　
師
と
し
て
長
崎
京
都
横
浜
に
歴
任
し
、
本
邦
に
在
る
こ
と
十
五
年
、
理

　
化
学
薬
学
の
発
達
は
此
の
人
の
力
に
資
る
所
多
か
り
き
。
氏
は
元
来
敏

　
捷
の
人
に
し
て
検
疫
消
毒
の
方
法
、
薬
局
方
の
編
纂
等
衛
生
局
の
事
業

　
に
も
参
画
の
功
少
な
か
ら
ざ
り
し
に
、
惜
哉
明
治
十
五
年
横
浜
に
て
病

　
殻
せ
り
。

　
ゲ
ー
ル
ッ
は
本
校
の
依
頼
に
よ
っ
て
渡
来
し
た
化
学
教
師
に
過

ぎ
な
か
っ
た
が
、
長
崎
を
去
っ
て
か
ら
も
薬
学
に
関
し
て
多
大
の

業
績
を
残
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
六
月
八
日
（
陽
暦
七
月
十
六
日
）
、
長
崎
府
が
佐
賀
藩
に
達
し
た

文
書
に
中
村
吾
道
を
医
学
校
世
話
役
に
任
ず
る
辞
令
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
吾
　
道

　
右
医
学
校
世
話
役
二
相
雇
候
間
此
段
相
達
候
尤
太
政
官
江
者
当
府
澄
及

　
御
届
候
筈
候
事

　
　
　
巳
　
六
　
月

　
以
後
、
学
頭
一
名
、
学
頭
助
教
二
名
、
小
学
校
掛
一
名
、
監
察

三
名
、
薬
局
監
察
二
名
、
機
械
書
籍
掛
一
名
、
当
直
四
名
、
副
直

四
名
、
薬
局
二
名
、
世
話
役
一
名
の
人
員
構
成
で
医
学
校
の
運
営

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
六
月
十
五
日
（
陽
暦
七
月
二
十
三
日
）
、
教
育
改
革
に
努
力
を

傾
け
た
政
府
は
、
大
学
校
設
立
の
規
則
を
定
め
、
学
校
に
宛
て
、
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「
別
紙
ノ
通
規
則
被
相
定
候
間
此
旨
相
達
候
事
」
と
達
し
、
別
紙
、

即
ち
次
の
よ
う
な
大
学
校
の
性
格
を
示
し
た
。

　
道
ノ
体
ナ
ル
ヤ
物
ト
シ
テ
在
ラ
サ
ル
ナ
ク
時
ト
シ
テ
存
セ
サ
ル
ナ
グ
其

　
大
外
ナ
ク
其
小
内
ナ
シ
乃
チ
天
地
自
然
ノ
理
ニ
シ
テ
人
々
ノ
得
テ
具
ル

　
所
其
要
ハ
則
チ
三
綱
五
常
其
事
ハ
則
チ
政
刑
教
化
其
詳
ナ
ル
ハ
則
和
漢

　
西
洋
諸
書
ノ
載
ル
所
学
校
者
乃
チ
斯
道
ヲ
講
シ
知
識
ヲ
広
メ
才
徳
ヲ
成

　
シ
以
テ
天
下
国
家
二
実
用
ヲ
奏
ス
ル
所
ノ
者
ナ
リ
蓋
　
神
典
国
典
ノ
要

　
ハ
　
皇
道
ヲ
尊
ミ
国
体
ヲ
弁
ス
ル
ニ
ア
リ
乃
チ
　
皇
国
ノ
目
的
学
者
ノ

　
先
務
ト
謂
フ
ヘ
シ
漢
土
ノ
孝
悌
舞
倫
ノ
教
治
国
平
天
下
ノ
道
西
洋
ノ
格

　
物
窮
理
開
化
日
新
ノ
学
亦
皆
是
斯
道
ノ
在
ル
処
学
校
ノ
宜
シ
ク
講
究
採

　
択
ス
ヘ
キ
所
ナ
リ
且
兵
学
医
学
ノ
如
キ
国
ノ
興
敗
民
ノ
死
生
ノ
繋
ル
所

　
政
務
中
ニ
オ
イ
テ
尤
重
ス
ヘ
キ
事
ニ
シ
テ
外
国
ト
難
モ
其
長
ス
ル
所
ハ

　
亦
皆
採
テ
以
我
国
ノ
有
ト
ス
ル
コ
ト
勿
論
而
己
如
此
ナ
レ
ハ
旧
来
ノ
随

　
習
ヲ
破
リ
天
地
ノ
公
道
二
基
キ
知
識
ヲ
世
界
二
求
メ
大
二
　
皇
基
ヲ
振

　
起
ス
ル
　
御
誓
文
ノ
旨
趣
二
不
悼
是
乃
チ
大
学
校
ノ
規
模
ナ
リ

　
　
　
　
大
　
学
校

　
一
　
神
典
国
典
二
依
テ
国
体
ヲ
弁
へ
兼
而
漢
籍
ヲ
講
明
シ
実
学
実
用
ヲ

　
　
　
成
ヲ
以
テ
要
ト
ス

　
　
　
　
大
学
校
分
局
三
所

　
一
　
大
学
校
区
域
末
広
悉
ク
三
校
ヲ
設
ケ
難
シ
姑
ク
其
名
ヲ
殊
ニ
シ
以

　
　
　
分
局
ト
ス
然
ル
ニ
大
学
校
ノ
名
ハ
三
校
ヲ
総
テ
是
ヲ
称
ス
ル
ナ
リ

　
　
　
　
開
成
学
校

　
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革

　
七
月
八
目
（
陽
暦
八
月
十
五
日
）
、

い
、大

蔵
・
兵
部
・
刑
部
・
宮
内
・
外
務
の
六
省
そ
の
他
を
置
き
、

の
職
員
令
を
定
め
た
。

「
大
学
校
」
を
置
き
、

た
教
育
行
政
官
（
明
治
元
年
十
二
月
十
日
改
正
の
分
）

次
の
よ
う
に
別
当
以
下
の
諸
官
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
普
通
学
ヨ
リ
専
門
学
科
二
至
ル
迄
其
理
ヲ
究
メ
其
技
ヲ
精
ウ
ス
ル

　
　
ヲ
要
ト
ス

　
　
兵
　
学
校

　
今
此
局
ヲ
設
ケ
ス
姑
ク
是
ヲ
軍
務
官
二
付
ス

　
　
医
　
学
　
校

　
医
理
ヲ
明
ニ
シ
薬
性
ヲ
審
ニ
シ
以
テ
健
康
ヲ
保
全
シ
病
院
ヲ
設
ケ

　
諸
患
ヲ
療
シ
実
験
ヲ
究
ル
ヲ
要
ト
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
府
は
官
制
の
大
改
革
を
行

行
政
官
以
下
の
官
制
を
廃
し
、
神
祇
．
太
政
の
二
官
、
民
部
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
時
、
集
議
院
の
下
、
弾
正
台
の
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
官
制
を
定
め
、
先
に
定
め
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
、

一一一大
　
学
　
校

　
別
　
当
　
　
一
人

　
　
掌
監
督
大
学
校
及
開
成
医
学
二
校
病
院
。
監
修
国
史
。
総
判
府
藩

　
　
県
学
政
。

　
大
監
　

一
人
　
乏
　
少
監
　

一
人

　
　
掌
同
別
当
。
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大　少大
主掌
簿糺丞丞第
　判　　　二
　校
三事三三節
人。人人

大
学
規
則
の
制
定
と
ゲ
ー
ル
ツ

　
　
　
権
大
丞

　
　
　
権
少
丞

少
主
簿
　
　
九
人

　
　
　
掌
同
余
大
少
録
大
少
主
典
。

　
こ
の
官
制
に
基
い
て
、
種
々
の
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
大
学
校

は
七
月
二
十
九
目
（
陽
暦
九
月
五
日
）
に
至
っ
て
太
政
官
達
を
以
て

八
月
五
日
（
陽
暦
九
月
十
日
）
に
開
蟹
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
大

学
校
設
立
が
漸
く
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
八
月
二
十
四
日

（
爆
九
星
＋
者
甚
農
旛
菱
薦
撃
嚢
，
（
・
暮

嶽
）
は
大
学
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
、
秋
月
種
樹
は
大
監
に
任
ぜ
ら
れ
、

少
監
以
下
、
大
少
丞
も
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
。

　
さ
て
、
医
学
教
育
に
特
に
関
心
を
寄
せ
た
政
府
は
十
月
十
四
目

（
陽
暦
十
一
月
十
七
日
）
に
御
沙
汰
書
を
発
し
、
御
医
三
十
才
以
下

の
者
に
医
学
修
業
を
命
じ
、
大
学
校
に
属
せ
し
め
た
。
文
書
は

　
今
般
三
典
医
ノ
外
御
医
ノ
輩
三
十
歳
以
上
ノ
者
医
員
被
　
仰
付
三
十
歳

　
以
下
ハ
医
学
修
業
被
　
仰
付
総
テ
大
学
校
附
属
被
　
仰
付
候
事

と
い
う
の
で
あ
る
が
、
十
一
月
五
目
（
陽
暦
十
二
月
七
目
）
に
至
り
、

次
の
達
が
発
せ
ら
れ
、
大
学
校
官
制
に
多
少
の
変
更
を
み
た
。

　
　
　
大
学
校
へ
達

　
　
今
般
御
改
正
二
付
官
員
左
ノ
通

　
　
　
別
　
当
　
　
一
人

　
　
　
大
　
監
　
　
一
人

　
　
　
少
　
監
　
　
一
人

　
　
　
弊
猛
三
人

　
　
　
　
但
正
権
ト
モ
三
員
ニ
テ
人
材
二
随
ヒ
被
任
候
事

　
　
　
　
以
下
正
権
皆
準
之

　
　
　
少
　
丞

　
　
　
　
　
　
　
三
人

　
　
　
権
少
丞

　
　
　
大
主
簿
．
、
三
人

　
　
　
権
大
主
簿

　
　
　
少
主
簿

　
　
　
　
　
　
　
九
人

　
　
　
権
少
主
簿

　
　
右
之
通
御
定
二
相
成
候
条
此
旨
相
達
候
事

　
こ
の
官
制
に
よ
れ
ば
、
大
学
校
と
は
教
育
行
政
に
関
す
る
中
枢

機
関
で
あ
っ
て
、
今
日
の
い
わ
ゆ
る
大
学
と
は
異
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
長
官
た
る
大
学
別
当
は
直
轄
学
校
た
る
大
学
・
開
成
・
医
学

の
三
校
を
監
督
す
る
外
、
国
史
を
監
修
し
、
全
国
の
学
校
を
総
判

す
る
も
の
で
、
今
日
の
文
部
省
の
前
身
で
あ
る
。
即
ち
大
学
別
当

は
文
部
大
臣
の
職
に
当
っ
て
い
る
。
各
学
校
そ
れ
自
身
の
行
政
に
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関
し
て
は
、
前
記
職
制
に
見
え
る
よ
う
に
大
少
丞
各
三
人
を
置
き
、

大
学
校
・
開
成
学
校
及
び
医
学
校
三
校
内
に
お
け
る
教
育
に
関
す

る
事
務
を
総
轄
さ
せ
、
大
博
士
以
下
の
教
官
を
設
け
た
。
大
学
校

は
旧
昌
平
醤
を
復
興
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
教
育
機
関
と
し
て

の
機
能
を
有
す
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
方
面
で
は
大

少
丞
が
そ
の
事
務
を
総
轄
し
、
大
博
士
以
下
が
実
際
の
教
育
に
当

っ
て
い
た
も
の
で
、
こ
の
職
制
は
大
学
・
開
成
及
び
医
学
三
校
に

通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
大
博
士
　
，
八
人
　
　
　
　
中
博
士
　
　
十
人

　
　
少
博
士

　
　
　
掌
教
試
生
徒
。
修
撰
国
史
。
翻
訳
洋
書
。
知
病
院
治
療
。

大
助
教
　
　
．
　
中
助
教

　
掌
同
博
士
。

大
寮
長
　
　
　
　
中
寮
長

　
掌
監
督
学
寮
生
徒
。
一

大
得
業
生
　
　
　
中
得
業
生

少
助
教

少
寮
長

少
得
業
生
（
明
治
三
年
三
月
十

二
日
舎
長
ト
改
ム
）

　
掌
授
句
読
。
翻
訳
。
治
療
等
事
。

　
掌
繕
写
公
文
。
騰
録
書
史
。

　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革

史
　
生

　
　
大
写
字
生
　
　
　
中
写
字
生
　
　
　
少
写
字
生

　
　
　
掌
同
史
生
。

　
　
校
掌
　
　
　
　
使
　
部

　
こ
の
大
学
規
則
は
数
年
の
間
に
朝
令
暮
改
さ
れ
、
改
革
が
進
め

ら
れ
た
が
、
法
制
の
改
革
は
こ
の
よ
う
な
試
案
が
必
要
で
あ
り
、

且
つ
こ
の
試
案
を
実
施
し
て
後
、
社
会
の
実
情
と
合
致
し
な
い
か
、

悪
い
影
響
の
見
え
る
場
合
に
は
直
ち
に
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

　
十
二
月
十
二
日
（
一
八
七
〇
年
一
月
二
十
四
日
）
、
相
良
知
安
等

の
企
画
し
た
ド
イ
ツ
医
学
採
用
が
実
行
に
移
さ
れ
、
東
京
府
医
学

所
で
は
ウ
ィ
リ
ス
を
追
放
し
た
。
然
し
長
崎
で
は
依
然
と
し
て
マ

ン
ス
フ
ェ
ル
ト
や
ゲ
ー
ル
ツ
等
が
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
伝
え
、
教
育

を
続
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
十
四
日
（
陽
暦
一
月
二
十
六
日
）
、

太
政
官
は
大
学
校
に
達
を
発
し
、
大
学
校
以
下
三
校
の
校
名
を
改

め
、
且
つ
叉
、
大
学
校
の
学
制
を
改
め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
そ
の
達
の
う
ち
の
ニ
ケ
条
を
掲
げ
よ
う
。

　
一
、
自
今
大
学
校
ヲ
改
メ
大
学
ト
可
称
事

　
一
、
外
来
生
徒
廃
止
之
事
（
以
下
四
条
略
）
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第
二
節
　
　
大
学
規
則
の
制
定
と
ゲ
ー
ル
ツ

　
右
之
通
相
達
候
事

　
同
日
、
開
成
学
校
と
医
学
校
の
名
称
改
正
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
達
せ
ら
れ
た
。

　
学
制
御
改
革
二
付
テ
ハ
自
今
開
成
所
ヲ
大
学
南
校
ト
称
シ
医
学
校
ヲ
大

　
学
東
校
ト
称
ス
可
キ
事

　
次
い
で
同
月
十
七
日
（
陽
暦
一
月
二
十
九
日
）
に
は
更
に
左
の
沙

汰
が
あ
っ
た
。

　
自
今
大
学
校
ヲ
大
学
ト
改
称
開
成
所
ヲ
大
学
南
校
医
学
校
ヲ
大
学
東
校

　
ト
可
称
事

　
東
京
に
お
い
て
学
制
の
整
備
と
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
間
に
、

長
崎
に
お
い
て
行
わ
れ
た
改
革
を
顧
み
よ
う
。

　
明
治
二
年
六
月
以
後
、
長
崎
府
は
長
崎
県
と
改
称
さ
れ
、
そ
れ

と
共
に
長
崎
府
医
学
校
は
長
崎
県
医
学
校
と
改
め
ら
れ
た
が
、
学

則
は
ま
だ
改
変
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
入
学
者

も
あ
り
、
且
つ
薬
学
研
究
が
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
六
月
十
七
日
（
陽
暦
七
月
二
十
五
日
）
、
藩
籍
奉
還
が
行
わ
れ
、

知
藩
事
が
置
か
れ
た
が
、
「
太
政
官
日
誌
」
（
明
治
二
年
第
六
十
七

号
）
六
月
二
十
日
（
陽
暦
七
月
二
十
八
日
）
の
御
沙
汰
書
写
に
次
の

記
載
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
崎
　
府

　
其
府
自
今
長
崎
県
ト
被
改
候
事

　
こ
れ
に
よ
り
後
述
す
る
よ
う
に
長
崎
府
医
学
校
の
名
称
も
長
崎

県
医
学
校
と
改
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
が
、
こ
の
月
、
本
学
出
身
相

良
知
安
．
岩
佐
純
等
は
医
学
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

　
先
の
御
沙
汰
書
が
長
崎
に
届
け
ら
れ
た
の
は
半
月
後
で
あ
っ
た
。

　
七
月
八
日
（
陽
暦
八
月
十
五
日
）
、
野
村
宗
七
は
次
の
書
簡
を
丈

書
科
に
届
け
て
い
る
。

　
当
府
自
今
被
改
長
崎
県
拙
者
儀
当
県
知
事
蒙

　
仰
楠
本
五
位
去
御
用
有
之
東
京
江
被

　
召
井
上
五
位
去
造
幣
局
知
事
被

　
仰
付
候
為
御
心
得
此
段
申
進
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
村
　
五
　
位

　
　
　
七
月
八
日

　
　
　
　
　
岡
本
外
記
殿

　
　
　
　
　
岡
本
主
米
殿

　
「
明
治
二
年
、
外
務
課
事
務
簿
、
日
録
」
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ

う
に
、
七
月
九
日
（
陽
暦
八
月
十
六
日
）
に
府
・
県
の
改
称
が
一
般

に
報
ぜ
ら
れ
た
。

　
　
　
七
月
九
目
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
一
　
是
迄
長
崎
府
与
相
唱
来
候
得
共
以
来
県
与
相
唱
候
旨
野
村
判
事
知
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県
事
被
命
候
壱
件
楠
本
判
事
当
地
御
用
被
免
東
京
江
御
召
都
合
三

　
　
　
通
宛
各
国
岡
士
へ
書
翰
出
ス

　
半
月
前
の
御
沙
汰
書
が
漸
く
こ
こ
に
一
般
的
に
通
報
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
「
明
治
二
年
、
外
務
課
事
務
簿
、
日
録
」
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

内
容
は
長
崎
府
医
学
校
が
県
病
院
兼
医
学
校
と
改
称
し
た
通
知
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
未
だ
詳
ら
か
で
な
い
。

　
　
　
七
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
一
　
医
学
校
汐
御
布
令
壱
通
到
来
二
付
平
井
氏
江
持
せ
遣
ス

　
こ
の
よ
う
な
改
革
の
中
に
、
漸
く
整
備
さ
れ
た
医
学
校
は
着
実

な
歩
み
を
続
け
て
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
七
月
二
十
三
日
（
陽
暦
八
月
三
十
日
）
、
医
学
校
の
諸
役
が
改
め

て
決
定
さ
れ
た
。
藩
士
の
分
は
藩
士
に
、
藩
士
詰
で
な
い
分
は
用

達
に
、
そ
れ
ぞ
れ
通
達
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
　
屋
　
　
　
裕

　
右
医
学
校
当
直
申
付
月
給
御
定
之
通
被
下
之
候
入
念
可
相
勤
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
　
木
　
俊
　
節

　
右
医
学
校
薬
局
掛
申
付
月
給
御
定
之
通
被
下
之
候
入
念
可
相
勤
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藻
寄
　
中
蔵

　
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革

　
右
医
学
校
器
械
掛
申
付
月
給
御
定
之
通
被
下
之
候
入
念
可
相
勤
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
村
　
文
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
田
　
尚
　
謙

　
右
医
学
校
副
直
申
付
月
給
御
定
之
通
被
下
之
候
入
念
可
相
勤
候

　
　
　
巳
　
七
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
令
　
脩

　
右
奉
職
之
身
分
不
行
跡
之
趣
相
聞
候
付
放
役
之
上
禁
足
申
付
候
依
而
一

　
際
勉
強
謝
罪
之
実
効
相
建
可
申
候
事

　
　
　
巳
　
七
　
月

　
こ
れ
は
諸
藩
士
、
用
達
に
対
し
、
同
文
言
を
以
て
達
せ
ら
れ
た
。

（
「
明
治
二
年
薙
朋
文
書
科
霧
簿
諸
薫
等
伺
達
」
）

　
学
校
行
政
が
漸
く
本
格
的
な
歩
み
を
姶
め
た
の
で
、
長
与
専
斎

は
そ
の
後
も
引
続
き
政
治
的
交
渉
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
「
明
治
二
年
、
外
務
課
事
務
簿
、
目
録
」
に
次
の
記
事
が
あ
り
、

専
斎
の
旅
行
が
知
ら
れ
る
が
、
目
的
そ
の
他
に
つ
い
て
は
知
る
と

こ
ろ
が
な
い
。

　
　
　
八
月
十
五
目
曇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
一
　
出
納
役
腹
巻
清
蔵
大
坂
迄
医
学
校
学
頭
長
与
専
斎
兵
庫
迄
米
国
コ

　
　
　
ス
タ
リ
カ
船
汐
便
尤
之
義
司
長
衆
汐
被
達
候
二
付
証
書
認
入
候
横

　
　
　
山
氏
江
差
出
ス

　
八
月
二
十
九
日
（
陽
暦
九
月
二
十
四
日
）
、
相
良
柳
逸
は
藩
用
に
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第
二
節
　
　
大
学
規
則
の
制
定
と
ゲ
ー
ル
ツ

よ
り
二
十
日
間
、
小
城
に
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
。
・

璽
驕
纐
議
講
渉
小
城
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
　
良
　
柳
　
逸

　
右
者
就
藩
用
今
昔
九
日
δ
来
九
月
十
九
日
迄
日
数
廿
日
之
間
医
学
校
御

　
暇
被
仰
付
被
下
候
様
在
所
重
役
と
も
δ
申
越
候
間
此
段
以
書
付
奉
願
上

　
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
肥
茄
　
小
城
用
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
　
見
　
伝
　
助

　
　
　
巳
八
月
廿
九
日

　
九
月
二
十
二
日
（
陽
暦
十
月
二
十
六
日
）
、
明
治
天
皇
の
御
誕
辰

の
た
め
、
福
済
寺
に
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
や
ゲ
ー
ル
ッ
が
招
か
れ
た
。

「
己
巳
七
月
、
朋
治
二
年
、
日
誌
、
外
務
課
、
外
国
管
事
局
」
に

次
の
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
九
月
廿
二
日
快
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井
義
十
郎

　
　
　
　
（
中
略
）

　
一
　
今
日

　
　
　
御
誕
辰
二
付
於
福
済
寺
者
各
国
岡
士
碇
泊
英
艦
船
於
医
学
校
広
運

　
　
　
館
ホ
之
御
雇
教
師
御
招
此
方
大
阪
知
府
事
西
四
辻
殿
知
県
事
判
県

　
　
　
事
弁
務
一
人
外
務
局
長
二
人
相
伴

　
　
　
御
祝
宴
席
興
行
有
之
候
事

　
十
月
に
入
っ
て
、
長
崎
県
で
は
医
学
の
重
要
性
を
強
調
す
る
御

達
書
を
発
し
、
西
洋
医
学
を
採
用
し
た
長
崎
医
学
の
振
興
と
西
洋

医
学
普
及
が
維
新
政
府
の
主
意
で
も
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
御

達
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
医
道
之
儀
者
衆
庶
死
活
之
枢
機
一
日
茂
飲
難
き
急
務
二
付
先
年
医
学
校

　
取
建
西
洋
教
師
を
も
相
雇
ひ
其
道
相
開
ケ
候
様
厚
く
世
話
致
し
候
得
共

　
い
ま
た
当
地
医
家
子
弟
共
之
内
同
校
江
罷
出
其
道
研
究
致
し
候
者
少
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ

　
主
意
貫
徹
致
し
兼
候
次
第
二
付
今
般
改
而
相
達
候
条
不
拘
貴
銭
有
志
之

　
者
姓
名
年
齢
相
記
し
入
門
願
出
候
ハ
・
精
撰
之
上
寄
宿
申
付
寄
宿
料
も

　
下
し
賜
り
候
間
早
く
取
調
可
申
聞
候
事

　
右
之
通
市
郷
無
洩
可
相
触
候

　
　
　
巳
　
十
　
月
　
（
「
明
治
二
年
、
外
務
課
事
務
簿
、
御
達
書
留
」
）

　
一
方
、
東
京
で
は
相
良
知
安
の
ド
イ
ツ
医
学
採
用
の
運
動
が
展

開
さ
れ
て
い
た
が
、
大
阪
に
は
十
一
月
に
医
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

十
月
の
長
崎
県
達
に
よ
っ
て
そ
れ
に
応
ず
る
者
が
で
た
の
も
十
一

月
で
あ
っ
た
。

　
「
明
治
二
年
、
文
書
科
事
務
簿
、
御
用
留
」
に
入
門
願
が
見
え

る
の
で
次
に
示
そ
う
。

　
一
　
先
般
医
道
之
儀
二
付
御
布
令
之
御
趣
意
拝
承
奉
恐
感
候
随
而
伜
四

　
　
　
郎
儀
当
巳
拾
六
歳
二
罷
成
候
二
付
医
学
校
江
入
門
医
道
研
究
為
仕

　
　
　
度
奉
存
候
間
何
卒
宜
敷
御
許
容
被
仰
被
下
度
此
段
以
書
附
奉
懇
願

　
　
　
候
以
上
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巳
十
一
月

村
上
桂
蕎
（
印
）

　
　
　
乍
恐
奉
願
口
上
書

　
一
　
先
般
医
道
之
儀
二
付
御
布
令
之
御
趣
意
拝
承
奉
恐
感
候
随
而
伜
義

　
　
　
三
郎
儀
当
巳
拾
五
歳
二
罷
成
候
二
付
医
学
校
江
入
門
医
道
研
究
為

　
　
　
仕
度
奉
存
候
間
何
卒
宜
敷
御
許
容
被
　
仰
付
被
下
度
此
段
以
書
付

　
　
　
奉
懇
願
候
以
上

　
　
　
巳
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
　
松
　
　
仙

　
前
書
之
通
願
出
候
二
付
奥
印
仕
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
紺
屋
町
掛
乙
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
伊
三
郎

　
入
塾
之
義
承
届
寄
宿
料
之
義
於
其
局
取
計
可
申
事

　
処
で
、
東
校
に
は
幕
府
以
来
の
小
石
川
御
薬
園
が
こ
の
年
の
五

月
に
附
属
し
、
管
理
を
委
ね
ら
れ
た
が
、
長
崎
医
学
校
に
も
薬
園

が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
元
来
、
長
崎
に
は
幕
府
の
経
営

す
る
御
薬
園
が
十
善
寺
郷
に
設
け
ら
れ
、
後
に
西
山
に
移
っ
た
が
、

明
治
維
新
に
よ
っ
て
廃
れ
た
。
又
、
出
島
に
設
け
ら
れ
て
い
た
シ

ー
ボ
ル
ト
の
薬
草
園
も
次
第
に
荒
廃
に
帰
し
て
了
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革

　
「
明
治
二
年
、
文
書
科
事
務
簿
、
御
用
留
」
に
ゲ
ー
ル
ツ
の
薬

草
園
設
置
の
計
画
記
事
が
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
　
十
月
廿
五
日
（
朱
）

　
小
学
校
教
師
蘭
医
ケ
ー
ル
ッ
住
居
所
構
内
江
此
節
薬
園
持
方
之
儀
教
師

　
申
出
候
二
付
仕
様
縄
張
見
分
仕
候
処
目
論
見
大
造
之
義
二
相
見
江
右
之

　
内
庭
入
口
江
取
建
候
門
一
ケ
所
之
御
入
用
二
而
も
凡
金
五
拾
両
程
も
相

　
掛
リ
右
惣
仕
上
御
入
用
不
少
金
高
二
可
及
奉
存
候
先
般
医
学
校
御
手
当

　
米
御
減
石
相
成
候
二
付
而
者
諸
事
省
略
之
上
二
而
茂
一
ケ
年
定
式
活
計

　
も
無
覚
束
奉
存
候
処
前
段
臨
時
之
出
費
相
増
候
而
者
向
後
必
止
与
不
御

　
支
申
候
且
追
々
右
等
之
造
作
機
械
製
造
ホ
申
出
候
二
付
其
時
々
教
師
と

　
も
は
意
二
任
セ
置
候
而
者
際
限
も
無
之
儀
二
而
何
分
会
計
之
目
的
難
相

　
立
候
依
之
如
何
可
仕
哉
此
段
奉
伺
候
以
上

　
　
　
巳
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
医
学
校
俗
事
方
頭
取
　
　
中
　
村
　
吾
　
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
計
出
役
　
小
南
晋
三

　
附
札
〔
長
与
専
斎
帰
崎
い
た
し
候
迄
当
分
見
合
置
可
申
候
事

　
こ
の
長
崎
医
学
校
に
附
属
し
た
薬
園
が
出
島
の
ゲ
ー
ル
ツ
の
庭

園
内
に
完
成
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
確
か
め
得
な
い
が
、

そ
の
薬
学
教
育
に
尽
力
し
よ
う
と
し
た
努
力
は
高
く
評
価
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
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